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【これからの川内川の川づくりに対する流域住民からの意見聴取】
・３市３町（流域住民懇談会、アンケート調査）
・漁協関係者（懇談会）
・川内川流域ＮＰＯ（懇談会）
・流域内の学校（出前講座）等

①「川内川流域住民懇談会」の開催
・沿川１２ブロックによる意見の聴取
・１０月２５日～１１月２日（２週間）の期間で実施
・３４９名の参加

②「川内川漁協関係者懇談会」の開催
・直轄管理区間内５組合からの意見聴取
・１１月１５日～１１月２９日の期間で実施
・１３７名の参加

③「川内川流域ＮＰＯ懇談会」の開催
・河川での活動を主とする３団体からの意見聴取
・ １０月１３日～１１月１３日の期間で実施
・３３名の参加

④「川内川水系河川整備計画アンケート」の実施
・新聞折り込み（５万６千部）による流域内配布
・事務所、出張所、３市３町窓口等への配置
・１０月２０日～１１月３０日の期間で実施
・８１４通のアンケートはがき返信

⑤学校等への出前講座
・河川で活動している流域内の大学生や高校生を対象
・適宜開催
・鹿児島純心女子大学生３３名

川内川水系河川整備計画の策定までの流れ

●基本方針の策定状況 【河川整備基本方針検討小委員会】
１回目：第６１回河川整備基本方針検討小委員会

平成１９年２月２３日（金）
２回目：第６４回河川整備基本方針検討小委員会

平成１９年４月２５日（水）
【第２７回社会資本整備審議会 河川分科会】

○平成１９年６月１５日（金）

「川内川水系河川整備基本方針」
平成１９年８月１６日策定

基本方針に基づいた20年～30後の
河川整備等の具体目標(整備計画)

●整備計画策定までの流れ

【原案検討にあたっての流域住民意見の聴取】

各意見の集約

【川内川学識者
懇談会(設立)】

Ｈ19.12.21開催

川内川水系河川整備計画（原案）の検討 【第２回川内川
学識者懇談会】

Ｈ20.2.25開催

川内川水系河川整備計画（原案）公表
平成１９年１２月２７日

川内川水系河川整備計画(原案)【国管理区間】に対する意見の聴取
【関係住民、学識者 等】

【原案に対しての流域住民等意見の聴取】
①「川内川住民意見交換会」の開催

・沿川各６市町での意見交換会を開催
・３月１７日～２７日（２週間）の期間で実施
※延べ２２７名の意見交換会参加
・フリーディスカッション方式による意見の聴取

②「川内川水系河川整備計画（原案）概要版」の配
布及びアンケート調査の実施

・整備計画（原案）概要版（A-1版）の作成
・市町報（約７万３千部）折込みによる流域内各戸配布
・３月上旬～４月末日の期間でアンケート実施
※１４２通のアンケートハガキ返信

③「関係自治体職員交換会」の開催
・沿川市町での意見交換会を開催
・２月１８日～２９日（２週間）の期間で実施

【川内川学識者懇談会からの意見聴取】
①第１回：平成１９年１２月２１日

・川内川学識者懇談会設立
②第２回：平成２０年２月２５日

・整備計画（原案）に対する意見の聴取
③第３回：平成２０年７月２９日

・住民意見及び学識者意見聴取内容の報告
・上記に伴う再検討内容等の提示

④第４回：平成２１年２月２６日
・整備計画に対するフォローアップのあり方 等

各意見に基づき再検討【第３回川内川
学識者懇談会】

Ｈ20.7.29開催

川内川水系河川整備計画（案）の作成・公表
平成２１年１月１９日

川内川水系河川整備計画(案)【国管理区間】に対する関係機関との協議
【関係県知事、その他関係機関】

関係機関協議後

川内川水系河川整備計画【国管理区間】の策定・公表
平成２１年７月２1日

【第４回川内川
学識者懇談会】

Ｈ21.2.26開催

（１） 川内川水系河川整備計画の概要
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策定の経緯

①川内川学識者懇談会について

◎平成19年12月21日設立

◎委員：計 名

（委員長：小松利光 九州大学大学院工学研究院 教授）

◎開催回数：計4回

③地方公共団体の長の意見聴取

◎鹿児島県知事、宮崎県知事、関係市町村

②住民の意見聴取

◎川内川住民意見交換会

（平成20年3月、沿川6市町、延べ227名参加）

◎原案概要版の配布（市報（7万3千部）折込による配布）

◎関係自治体職員意見交換会（平成20年2月）

平成21年7月21日 策定

「川内川学識者懇談会」委員名簿 （五十音順、敬称略）

（１） 川内川水系河川整備計画の概要
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川内川学識者懇談会 委員名簿 
（敬称略 五十音順） 

 
 

氏  名  分  野        所  属  等 

安達
あ だ ち

 貴
たか

浩
ひろ

  環境工学 鹿児島大学学術研究院理工学域工学系 教授 
 

石塚
いしづか

 孔
よし

信
のぶ

 都市経済学  鹿児島大学法文教育学域法文学系 教授 
 

小林
こばやし

 一郎
いちろう

   景  観   熊本大学院先端科学研究部 教授 
 

小松
こ ま つ

 利光
としみつ

  河川工学   九州大学 名誉教授 
 

鮫島
さめじま

 正道
まさみち

  鳥類・哺乳類  鹿児島大学農学部 客員教授  
爬虫類・両生類  
 

疋田
ひ き だ

  誠
まこと

  河川工学   鹿児島工業高等専門学校 名誉教授 
 

山内
やまうち

 正仁
まさひと

  環境工学   鹿児島工業高等専門学校 教授 

平成２８年９月２０日現在



降 雨 流域の地形
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■降水量の大部分は、梅雨期から台風期(6～7月)に集中
■年平均降水量は、約2,800mmで、全国平均(約

1,700mm)の1.6倍

年間降水量分布図 （1972～2006年の35年平均値）

平均月別降水量 （1997～2006 年の10年間）

年平均降水量
流域平均：約2,800ｍｍ
全国平均：約1,700ｍｍ

■川内川流域は、過去の度重なる火山活動や地殻変動等により、
盆地と狭窄部が交互に繋がる階段型の縦断形状をなす。

■河床勾配は、上流部は約1/300～約1/2,000、中流部では
約1/100～約1/1,500、下流部では約1/5,000と、急勾配
と緩勾配が交互に現われる形状となっており、狭窄部が多い
ことから、「ひょうたん」型のはん濫原が連続して現れ、盆
地や平野部に人口・資産が集中している。

川内川縦断図

川内川はん濫原（平地部）形状図

（１） 川内川水系河川整備計画の概要
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流域の地質 流域の産業

■上流部では中生代白亜紀の堆積岩を加久藤火山と霧島火山
起源の火山岩及び火砕流堆積物、中流部では、安山岩質火
山岩及び入戸)砕流堆積物（シラス）、下流部では安山岩
質の火山噴出物が広く分布。

■川内川流域内の産業は、林業や稲作等の農業、温泉等による
観光業及び酒造業などが盛ん。

■下流の薩摩川内市では、原子力発電所及び火力発電所による
電力業、紙加工品製造業、電子部品製造業等の第二次産業が
主体であり、中・上流域では、農業や林業、果樹、葉たばこ、
畜産業や食料品製造業等も盛ん。

■産業別就労人口は、第三次産業の割合が53％と最も多く、
第二次産業の31％、第一次産業の16％の順となっている。

家屋資産額
20,107億円

（54%）家財資産額
11,126億円

（30%）

事業所資産額
5,469億円
（15%）

農漁家資産額
333億円　（1%）

第三次産業
48,618人
（53%）

第二次産業
29,129人
（31%）

第一次産業
14,608人
（16%）

0 500 1,000 1,500 2,000

薩摩川内市

さつま町

伊佐市

湧水町

えびの市

農業産出額

製造品出荷額等

川内川流域地質図（出典：九州土木地質図）

流域内主要市町の資産額 流域内主要市町の産業別就業者数

流域内主要市町の農業産出額と製造品出荷額等

（１） 川内川水系河川整備計画の概要
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流域の自然環境

・感潮区間である下流部は、川内平野を緩やかに流れ、河口付近
で低山地と近接しながら薩摩灘に注ぐ
・スズキやボラ等の汽水・海水魚が生息し、干潟にはケフサイソガ
ニ等が生息。河口部の山腹にはアラカシ等の樹木が繁茂し、ミ
サゴ等が生息している

・山間部を蛇行しながら流れる。瀬、淵やワンド、砂礫河原等に加え、崖地や河畔林等の多様な環境が縦横
断的に連続。多様な動植物の生息・生育の場となっている
・瀬にはアユ等、淵にはニゴイやカワニナ等が生息し、カワニナを餌とするホタルが生息している。また、アラ
カシやメダケ等の河畔林には、イタチ等が生息している

・複数の盆地に広がる田園地帯を緩やかに蛇行し流れる。河川改修により単調な河川
空間となっているものの、ワンドや水際草地等が形成されている
・湯之尾滝から曽木の滝の間には国の天然記念物であるチスジノリや鹿児島県の天
然記念物であるカワゴケソウが生育している

下流部：感潮区間

中流部

上流部

田園地帯を緩やかに蛇行

ワンド・水際草地

カワゴケソウ

チスジノリ

瀬 ワンド・河畔林 砂礫河原 水際草地 ホタル ニゴイ

河口部で低山地と近接 アラカシ ミサゴ

羽月川

長江川

八間川
はっけん

隈ノ城川
くまのじょう

樋渡川
ひわたし

綿打川
わたうち

下流部：感潮区間

中流部

上流部神子堰
こうし

鶴田ダム
つるた

曽木の滝
そ ぎ

湯之尾堰
ゆ の お 阿波井堰

あ ば い

真幸堰
まさき

堂本堰
どうほん

下方井堰
しもかたい

（１） 川内川水系河川整備計画の概要
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流域の歴史・文化、景観

クルソン峡

曽木の滝分水路

曽木の滝
曽木発電所遺構

轟の瀬

虎居城跡

可愛山稜

江之口橋長崎堤防

上流域

・クルソン（狗留孫）峡の渓谷や、「東洋のナイアガラ」と称

される曽木の滝等の景勝地がある。

・田んぼを守り豊作をもたらす農業神である「田の神」は、

「タノカンサア」、「タノカンドン」とも呼ばれ、各地に石像が

祭られ地域住民に親しまれている。

・鶴田ダムにおいて、水位が低くなる6月上旬から9月上旬

まで、ダム湖完成で沈んだ曽木発電所（1906年建設）遺

構が姿を見せる。

・曽木の滝下からさつま町までの

舟運を可能とした「天保の川ざら

え」によりできた「轟の瀬」と呼ば

れる景勝地がある。

・さつま町には、平安時代末期の

1140年代に築城されたとされる

虎居城跡があり、川内川を水堀

に使った往時の姿が偲ばれる。

・鹿児島県内の神代三山陵の一つである可愛山陵など、多くの景勝地が存在する。

・八間川にかかる石橋造りの江之口橋や鋸歯状の堤防である長崎堤防などの歴史的構

造物がある。

下流域 中流域

クルソン峡（えびの市） 曽木の滝（伊佐市）

曽木発電所遺構（伊佐市）

曽木の滝1.5km下流に、明治時

代のヨーロッパ風煉瓦造りの発

電所遺構があり、ダムの水位が

下がる春から夏にかけて大鶴湖

の底から姿を現す。

虎居城跡（さつま町）

平安時代末期に豪族･大前道助が

築城したとされる。虎が伏した形か

ら名付けられた。1615年の一国一

城令で廃城。

轟の瀬（さつま町）

江戸時代の「天保の川ざらえ」と呼

ばれた航路開削工事によりできた

景勝地。

江之口橋（薩摩川内市）

薩摩川内市高江町峰山小学

校の横の八間川に架る嘉永2

年（1849年）に肥後の石工・岩

永三五郎によって、架設され

た眼鏡橋。

可愛山稜（薩摩川内市）

神代三山陵の一つ。新田神社

（鹿児島県指定有形文化財）と

隣接しており、明治7年7月に「ニ

ニギノミコト」の墳墓として指定さ

れ、宮内庁直轄で管理されてい

る。

長崎堤防（薩摩川内市）

長崎堤防は、川内川4km付

近左岸に位置する鋸歯状の

堤防である。堤長360間

（648m）で、7つの鋸歯状に

石垣が築かれている。

ながさきていぼう

（１） 川内川水系河川整備計画の概要
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曽木の滝（伊佐市）

鹿児島県本土および宮崎県南

部にかけて約2,000体近くあると

いわれ、田んぼの畦などに奉ら

れている。川内川流域全域でも

多くの田の神が奉られている。



南瀬地区（薩摩川内市）

菱刈地区（菱刈町）

川添地区（湧水町）

虎居地区（さつま町）

主な水害 （平成18年7月洪水）

川内
久見崎

湯之尾

飯野

既往最高水位を超過した
観測所位置図

荒田

9.65

8.39

上真幸

6.85
6.44

吉松

8.72
8.15

栗野橋

7.29
7.27

花北

8.74※

7.90

鈴之瀬

8.10

7.02

宮之城

11.66

8.10※

湯田

10.27
9.10斧渕

9.779.63

倉野橋

11.19※
8.56

真幸

5.54
5.02

※１：痕跡水位よる推定値
※２：推定値

今回の最高水位（ｍ）

既往最高水位（ｍ）

■川内川流域の降雨量観測所においては、総雨量1000mmを超える雨量観測所が
9箇所発生２５観測所中２０観測所でこれまでの最大雨量（総雨量）を超える降
雨量が記録された

■１５観測所中１１観測所でこれまでの最高水位を上回る水位を記録。特に、さつ
ま町の宮之城水位観測所では、これまでの最高水位8.10ｍを大きくこえる
11.66ｍの水位を記録し、計画高水位（8.74ｍ）を2.92ｍも超過した。

■川内川全域の3市3町で、全壊15戸、半壊17戸、浸水面積2,777ha、浸水家屋
2,347戸（床上1848戸、床下499戸）、死者・行方不明者2人（河川被害）に
及ぶ甚大な被害が発生

薩摩川内市

さつま町

伊佐市

湧水町

えびの市

：外水範囲

：内水範囲

川内

鶴田ダム

洪水の概要 洪水の概要

（１） 川内川水系河川整備計画の概要
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主な水害 （平成5年8月洪水） 主な水害 （平成9年7月洪水）

■8月5日から8月6日にかけて、九州南部に停滞した前線の活動が非常に活発
になったため、鹿児島県を中心に豪雨となった。

■川内川流域では、総雨量が下流の川内観測所で387mm、上流の白鳥観測所
で215mmを記録した。

■この豪雨により、家屋全半壊9戸、床上浸水102戸、床下浸水410戸という
被害となった。

■九州南部付近にあった台風19号の通過に伴い、15日の明け方から16日の夕
方にかけて豪雨となった。

■川内川流域では総雨量が下流の川内観測所で182mm、上流の白鳥観測所で
826mmを記録した。

■この台風により、家屋全壊・一部破損3戸、床上浸水264戸、床下浸水223
戸という被害となった。

向田地区浸水状況（薩摩川内市）

川口地区浸水状況（さつま市）

住民救助活動状況（えびの市）

湯之尾地区浸水状況（伊佐市）

（１） 川内川水系河川整備計画の概要
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川内川水系河川整備計画の基本的な考え方

計画の主旨

本計画は、以下に示す河川法の３つの目的が総合
的に達成できるよう、河川法第16条に基づき平
成19年8月に策定された「川内川水系河川整備基
本方針」に沿って、河川法第16の二に基づき、
当面実施する河川工事の目的、種類、場所等の具
体的事項を示す法定計画を定めたものです。

１）洪水、高潮等による災害発生の防止
２）河川の適正な利用と流水の正常な機能の維持
３）河川環境の整備と保全

計画の対象区間

本計画の対象区間は、国土交通省の管理区間（大臣
管理区間、計131.6km）を対象としています。

計画の対象期間

本計画の対象期間は、概ね３０年間※とします。

※策定後の流域状況の変化や新たな知見、技術の進捗、災害等の変化
により、必要に応じて適宜見直しを行います。

川内川流域図

（１） 川内川水系河川整備計画の概要
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基本理念

川内川の川づくりにあたっては地域の人々、関係機関・自治体との連携のもと、より安全で安心な暮らし
を確保するとともに、川を必要とするすべての生きもののすみかとなるような整備を進めていきます。その
ような川内川に慣れ親しみ、ふれあうことによって地域の歴史や文化が育まれ、魅力溢れる川内川となるこ
とをめざして、3本の大きな柱（治水･防災、利水･利活用、環境･景観）に沿った計画を策定します。

川内川流域は現在でも水害が頻発しており、流域の洪水に対する安全は十分に確保されていません。川内
川の整備については「平成18年7月洪水規模に対し、さらなる治水安全度の向上を図る」河川整備を行うと
ともに、ソフト施策を展開することで、整備目標を上回る洪水に対しても被害を最小限に食い止めることの
できる危機管理体制を確立する事を目的とした「水害に強い地域づくり」を推進し、より安心してくらせる
川づくりを行います。

～ より安全・安心な川づくりと豊かな暮らしを創出し
命を育み魅力溢れる川内川を次世代へ ～

（１） 川内川水系河川整備計画の概要
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薩 摩 川 内 市

出 水 市

伊 佐 市

霧 島 市

姶 良 町

蒲 生 町

い ち き 串 木 野 市

4．樋渡地区築堤

6．楠元地区築堤

5．五社下地区築堤
7．司野地区輪中堤

8．南瀬下地区輪中堤

10．久住地区輪中堤

9．南瀬地区築堤

11．倉野地区築堤

13．二渡地区築堤

15．虎居地区築堤

16．大願寺地区輪中堤

18．湯田地区築堤

22．新田地区掘削

19．市場地区築堤

1．大小路地区引堤

2．天辰地区引堤

3．東郷地区築堤

20．樹木伐採・掘削

31．山崎橋改築

14．山崎地区築堤

34．穴川橋改築

30．倉野橋改築

12．荒瀬地区宅地嵩上げ

33．宮都大橋改築

24．向田地区堤防強化

25．白和地区堤防強化

26．天辰地区堤防強化

28．東郷地区堤防強化

27．中郷地区堤防強化

23．宮内地区堤防強化

17．柏原地区輪中堤

29．川内市街部
河床低下対策

21．虎居地区掘削
・推込分水路

35．.鶴田ダム再開発

65．向田地区かわまちづくり

66．屋地・虎居地区
かわまちづくり

32．宮之城橋改築

さ つ ま 町

整備の内容

河川整備計画における整備の内容（鶴田ダム下流）

（１） 川内川水系河川整備計画の概要
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伊 佐 市

さ つ ま 町

え び の 市

人 吉 市

錦 町

横 川 町

湧 水 町

58．曽木の滝分水路

36．下殿地区築堤

50．栗野地区掘削

51．永山地区掘削 40．向江地区築堤

42．堂崎地区築堤

45．原田地区築堤

44．金波田地区築堤

47．鈴之瀬地区掘削

63．えびの地区
河床低下対策

49．栗野地区掘削

41．西川北地区築堤

64．下方井堰改築

53．羽月川掘削

55．吉松地区堤防強化

62．鶴丸橋改築

39．般若寺地区築堤

37．川間川地区築堤

59．下手橋改築

38．川間川地区築堤

52．樹木伐採・掘削

54．下殿地区堤防強化

61．柿木橋改築

60．阿波井堰改築

46．大島地区築堤

43．下手地区築堤

48．菱刈地区掘削

56．向江地区堤防強化

57．加久藤地区堤防強化

67．湯之尾地区かわまちづくり
68．湯田地区かわまちづくり

整備の内容

河川整備計画における整備の内容（鶴田ダム上流）

（１） 川内川水系河川整備計画の概要
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